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議会運営委員会会議録（要旨） 

 

 

１ あいさつ 

議長、市長 

 

２ 議題 

⑴ 平成２８年第４回長久手市議会定例会について 

 ア 付議予定議案について 

＜説明：総務部長＞ 

  ・ 議案第５９号から議案第６９号まで及び諮問第１号（議案の概要のとおり） 

イ 会期日程について 

＜説明：事務局＞ 

・ １１月３０日から１２月２１日までの２２日間 

・ １２月１２日総務委員会、１３日教育福祉委員会、１４日くらし建設委員会 

（委員長） 説明のとおりの会期日程でよいか。 

＜異議なし＞ 

ウ 議事日程について 

 ＜説明：事務局＞（議事日程第１号～第６号のとおり）    

・ 第１号 会議録署名議員（林みすず議員、佐野尚人議員） 

会期の決定、諸般の報告、議案第５９号から議案第６９号まで（上程・

説明）、諮問第１号（上程・説明・議案質疑・討論採決） 

・ 第２号 諸般の報告に対する質疑（監査結果、教育に関する事務の管理及び執

行の状況の点検及び強化の結果に関する報告）、議案第５９号から議案

第６９号まで（議案質疑・委員会付託） 

・ 第３号～第５号 一般質問（個人質問） 

・ 第６号 議案第５９号から議案第６９号まで（委員長報告・委員長報告に対す

る質疑・討論採決）、閉会中の継続調査の申出 

日 時 平成２８年１１月１６日（水） 午前１０時００分～午後０時０２分 

場 所 長久手市役所本庁舎 ２階 委員会室 

出席者 

議 員 

委員長 加藤和男  副委員長  じんの和子 

委 員 青山直道  大島令子  木村さゆり 

佐野尚人  なかじま和代  吉田ひでき 

議 長 伊藤祐司  副議長 岡崎つよし 

事務局 事務局長 局長補佐 専門員 
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（委員長） 説明のとおりの議事日程でよいか。 

＜異議なし＞ 

エ その他 

＜説明：事務局＞  

  ○議員派遣報告 

   ・ １０月１１日 議員研修（議員全員） 

   ・ １０月１９日～２０日 全国市議会議長会研究フォーラム（議長） 

   ・ １１月５日 議会報告会（議員全員） 

   以上３件について、１１月３０日の諸般の報告の案件として議場配付とする。 

○委員会付託 

 議案付託表のとおり 

   ・ 総務委員会（予算１件、条例２件、その他１件） 

   ・ 教育福祉委員会（予算２件、条例２件） 

   ・ くらし建設委員会（予算１件、条例１件、その他１件） 

（委員長） 説明のとおりの内容でよいか。 

＜異議なし＞ 

 

⑵ 議会報告会について 

（委員長） 参加者は１２人で大変少ない結果となったので、今後の課題としたい。また、

常任委員会の意見交換の内容をまとめたので、各委員長は対応されたい。次回

議会運営委員会で議会報告会の反省について議論したいがよいか。 

＜異議なし＞ 

 

⑶ 議員研修講師の所見について 

＜説明：事務局＞（講師コメントまとめのとおり） 

（委 員） 講師のコメントを受け、改革していくべきものは改革していく方針と考えれ

ばよいか。 

（委員長） すぐ改革が可能であるものとそうでないものがあるが、可能なものから順次

改革すべきと考える。 

（委 員） 閉会中の継続調査申出書は「特定かつ具体的な内容を記載するよう変えてい

くべき」というような事項は、比較的速やかに改革可能と考える。第４回定例

会から変更するのは難しいが、次回定例会までに議会運営委員会で改革内容の

方針について議論し、議員が合意した上で変更していくのが望ましい。 

（議 長） 今回講師に指摘された部分については、今後活発に議論していくべき。所管

事務調査の活動として、現場で市民の声を聴く機会を作られたい。また、特別

委員会の常任委員会化についても、条例改正や定数等について議会運営委員会

で検討を進められたい。 

（委 員） 予算、決算特別委員会の常任委員会化については、これまでも先進地視察に
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行って議論を重ねてきた。一度これまでの議論を整理したうえで、今後継続的

な議論をすべき。 

（議 長） 講師からは、各常任委員会委員が６人は少ないという指摘も受けている。委

員定数を増やし、他の委員会と兼務するなど今後議論されたい。 

（副委員長） 特別委員会の常任委員会化は必要だと考える。先月の議会運営委員会視察

でも参考となる意見があったので、本市でも議論を進めていった方がよい。 

（委 員） 議会だより編集特別委員会は、編集日程が事前にわからない。常任委員会化

することによってそれを公開するのか非公開とするのか、そのあり方について

も議会運営委員会で議論していきたい。 

（委 員） 議会だよりの編集日程は業者との調整で毎回変動するため、事前に全ての日

程を周知するのは難しい。 

（委 員） 本市では、議会だより編集特別委員会は作業部会化している。例えば「広報

広聴委員会」と名称変更し、常任委員会化に向けた議論が必要ではないか。 

（副委員長） 議会だよりの編集日程を固定するのは、委託業者が毎年変わる可能性もあ

り難しい。加賀市議会では、全議員が４年の任期中に１度は議会だより編集委

員を担当するようになっており、本議会も編集委員を１度は経験してこの委員

会のあり方を検討すべき。 

（委 員） 常任委員会委員の任期についても今後の検討事項に追加してほしい。 

（委員長） 各会派で検討し、次回議会運営委員会で報告することでよいか。 

＜異議なし＞ 

 

＜午前１１時０５分休憩＞ 

＜午前１１時１５分再開＞ 

 

⑷ 長期休暇における議員報酬について 

＜説明：事務局＞（議員報酬等の特例に関する条例（案）、議員報酬、費用弁償及び期末

手当に関する条例（案）のとおり） 

（委員長） 特例条例案第５条中の表に議員報酬の減額後の支給割合が記載されているが、

減額する割合に変更した方がわかりやすい。 

（委 員） 表中の「割合」を「支給割合」とすればわかるのではないか。 

（事務局） 他市町の条例では、日進市が減額割合、その他市町が減額後の支給割合を規

定している。 

（委 員） 日進市を参考に減額割合とした方がわかりやすい。 

（委員長） 減額割合とすることでよいか。 

＜異議なし＞ 

（事務局） 条例については今後行政課の法規審査を受けることになるが、法規審査担当

からは特定条例は期限が決められたものを規定することとなっており、今回の

内容は今後継続するものであるため、「長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁
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償及び期末手当に関する条例」を改正するのが適法であり、適当である。特例

条例は適法であるが不適当との指摘があった。議会運営委員会で検討されたい。 

（委 員） 特例条例を制定するのではなく、既存の条例を改正した方がよい。 

（委員長） 既存の条例を改正するという方針でよいか。 

＜異議なし＞ 

（委 員） 議員報酬の減額の対象となる会議とは何を指すのか。 

（委員長） 定例会のみを想定しているが、臨時会は対象としないことでよいか。 

＜異議なし＞ 

（委員長） 本日決定した事項を条例案に反映し、次回議会運営委員会で議論する。 

 

 ⑸ 厚生年金への加入を求める意見書について 

（議 長） 平成２８年７月、地方行政委員会で地方議会議員の被用者年金制度など年金

制度に関する法整備を早急に行うよう要望することが決定された。そこで本市

議会における対応をどうするか、各会派の意見をいただきたい。 

（創政クラブ） 意見書の提出はしなくてよい。 

＜長久手グローバルネット、公明党、市民ネット、無会派も同意見あり＞ 

（政策グループガイア） 加入はしたいと考えるが、市民の理解が得られるか疑問である。 

（改革ながくて） 意見書を出すかどうかは別として、今後議員になる人の保障のため、

あってもよい制度だと考えるが、将来的に議論していけばよい。 

（議 長） 年金制度廃止後、年金制度のあり方について議論したことがなかったため、

全国市議会議長会との考えにズレが出てきている。全国市議会議長会から意見

書の提出について要請があるが、本市議会では議論が進んでいないため意見書

は提出しないと回答したい。今後勉強会が必要という声が出れば調査研究する

場を設けていけばよい。 

（委員長） 意見書は提出しないことでよいか。 

＜異議なし＞ 

 

３ その他 

 ⑴ 議案、諸般の報告に係る質問の事前通告について 

（議 長） 平成２８年１１月１５日付けで市長から議長に、議案や諸般の報告について

事前通告制導入の検討依頼があった。従来、質疑の回数を２回までと制限する

代わりに、事前通告としないようにしてきたが、質疑の項目が増えてきた。最

初の項目を事前通告にすることにより、質疑と答弁を円滑にしたいという執行

部の希望である。 

（委員長） 各会派で検討し、次回議会運営委員会で議論することでよいか。 

＜異議なし＞ 
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 ⑵ 議員報酬に係る特別職報酬等審議会開催についての申合せについて 

（議 長） 申合せ内容について最終案を執行部で決裁をとり内容が確定した。申合せ日

は平成２８年１２月１日とする。 

（委員長） 説明の内容でよいか。 

＜異議なし＞ 

 

 ⑶ その他 

（委 員） 先日議会運営委員会で議会改革の先進地視察をしたが、議会改革をしようと

するなら、議会事務局の負担が増大し職員数が不足することになると感じた。

平成２９年度予算要求時に議長から執行部へ強く要望するよう検討できない

か。 

（議 長） 執行部に増員要望はしている。議会事務局職員の定数は５人であるが、執行

部の人数との兼ね合いもあるのでどういう結果になるのかわからない。議会改

革については、まず議員が努力できるところはやっていくべき。 

（委 員） 議会改革のために事務局の増員を要望する前に、改革の内容を決めることが

必要である。 

 

 

 次回は１１月２５日（金）午前１０時 

 以上で議会運営委員会を終了する。 


